
文部科学大臣杯争奪  

第２５回記念全国小学生（３・４年生）ティーボール選手権大会 
＜新型コロナ感染症防止に関するガイドライン＞ 

 
１ 参加資格について 

① 出場するチーム（選手・指導者・保護者等）は、感染防止対策を講じるとともに、試合会場に入る

前にマスクを着用すること。 

② 大会当日・試合前２週間における次の状態の者は、参加は認めないこととする。 

・平熱を超える発熱（３７度５分以上）の場合。 

・咳、鼻水、喉の痛み、悪寒等の症状（新型コロナウイルス感染症を疑う症状を有する者）のあ 

る場合、嗅覚、味覚を感じない場合、だるさ、息苦しさのある場合。 

       ・感染症陽性の人との濃厚接触がある場合。 

       ・同居家族や身近な知人に感染が疑われる人がいる場合。 

        ・政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国・地域の該当在住者と濃厚接触 

のある場合。 

 

２ 健康・衛生管理について 

 

   試合参加者（選手・指導者、大会役員）の水分補給は、持参水筒・ペットボトル入り飲料 

   （水・茶・スポーツドリンク）とする。グラウンドでは、水分補給以外の飲食は禁止。 

 

【大会本部】 

① 役員用健康チェックシート（別紙）の提出を義務付ける。 

② 消毒剤を用意する。（用具用・手指用など） 

③ 外野スタンド（選手・保護者席）等、施設・備品の消毒を徹底する。 

④ マスクの着用を徹底する。   

⑤ 非接触型体温計を用意する。 

 

【参加チーム】 

① 試合当日の朝、必ず検温をする。 

② 健康チェックシート（別紙）を受付に提出する。（選手・引率責任者・付添い保護者等） 

    ※健康チェックシートの提出のない人の参加（入場）は認めない。 

③ 手指消毒剤を持参する。 

④ グラウンド内へは、選手と引率責任者（３名以内）は入ることができる。 

※引率（応援）の保護者等は、グラウンド外（外野スタンド席など）で応援する。 

     ⑤ 試合の前後、手洗いを徹底させる。 

 

                  ＜引率（応援）者の感染予防対策＞   

感染予防のため、応援・観戦はチーム関係者のみの参加で、鳴り物応援は禁止。 

出来るだけ必要最小人数での参加に、ご理解・ご協力をお願いいいたします。 



３ 試合運営について  

① 試合前と終了後、バットの消毒をする。（バットは試合ごとに各チームに貸与） 

② 試合前と終了後、ボールの消毒をする。 

③ 試合後、ハイタッチ等でのあいさつは感染予防のため実施しない。 

④ 先攻・後攻を決めるジャンケンは、ソーシャル・ディスタンスを保ち行う。 

⑤ 水分は個人のペットボトルか水筒で飲むこと(共用の水筒やタンクは使用しないこと)。 

⑥ 試合中は素手でのハイタッチ、握手は禁止する。 

⑦ ボールを触った手で目・口・鼻を触らないように指導すること。 

⑧ 試合前やイニング間の円陣は一定の間隔を保ち、声出しや大声での会話は禁止。 

⑨ ベンチ内では、人と人との間隔をとり、近距離での会話や大きな声での声援は禁止。 

⑩ 各チームで準備した手指消毒液にて各チームの攻撃前ごとに消毒を行う。 

⑪ ベンチ内では選手同士の間隔の確保に努める。 

⑫ レギュラー以外の選手や監督等のスタッフは、必ずマスク着用とする。 

⑬ メガホンの使用を禁止。 

⑭ 唾を吐く行為、手を舐める行為は禁止する。 

⑮ 守備中に審判や選手との会話は、原則、禁止する。 

⑯ 許可なく自分の試合会場以外の会場へ行かないこと。 

 

４ 試合終了後について 

① 原則として、試合終了後の応援席への挨拶は行わない。 

② 試合終了後、速やかに退場すること。移動は、マスクを着用すること。  


